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清
水
泰
先
生
略
歴
並
著
書
（
「
立
命
館
文
学
」
第
一
七
〇
・
一
七
二
号
よ
り
抄
出
）

一
、
明
治
二
十
七
年
一
月
二
十
八
日
出
生

一
、
大
正
十
四
年
三
月

「
同
　
　
　
　
　
四
月

一
、
昭
和
　
三
　
年
　
四
月

「
昭
和
十
六
年
四
月

一
、
昭
和
三
十
一
年
四
月

「
昭
和
三
十
四
年
三
月

二
間
　
　
　
　
　
六
月

擬
異
本
堤
中
納
言
物
語

堤
中
納
言
物
語
評
釈

校
註
　
方
　
丈
　
記

聞
堤
中
納
言
物
語
評
釈

保
元
物
語
太
平
記
選
釈

平
安
朝
　
物
語
　
選

堤
中
納
　
言
　
物
　
語

堤
中
納
言
物
語
詳
解

堤
中
納
　
言
　
物
　
語

京
都
帝
国
大
学
文
学
部
文
学
科
卒
業

立
命
館
大
学
予
科
講
師

立
命
館
大
学
予
科
教
授
兼
専
門
学
部
講
師

立
命
館
大
学
教
授

立
命
館
大
学
専
任
講
師

定
年
退
職

立
命
館
大
学
名
誉
教
授

立
命
館
出
版
部

本
文
学

帝帝書文

（
昭
和
三
年
四
月
）

（
昭
和
四
年
九
月
）

（
昭
和
七
年
二
　
月
）

（
昭
和
九
年
六
月
）

（
昭
和
十
年
十
一
月
）

（
昭
和
十
一
年
一
月
）

（
昭
和
十
二
年
十
二
月
）

（
昭
和
二
十
九
年
六
月
）

（
昭
和
三
十
年
五
月
）

「
離
陸
路
日
記
」
　
試
論

菊
亭
香
水
の
「
讃
世
路
日
記
」
（
明
治
十
七
年
刊
）
に
つ
い
て
は
、
神
代
種

亮
・
柳
田
泉
・
本
間
久
雄
の
諸
氏
が
詳
述
し
、
ま
た
そ
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ

て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
多
く
の
文
学
史
の
な
か
に
、
こ
の
「
世
路
日
記
」
に

触
れ
た
も
の
は
、
極
め
て
乏
し
く
、
篠
田
太
郎
氏
の
「
鰯
諮
よ
近
代
日
本
文

学
史
」
、
吉
田
精
一
氏
の
「
明
治
大
正
文
学
史
」
、
岡
崎
義
恵
氏
縞
の
「
明
治
文

化
史
・
文
芸
編
」
等
を
数
え
る
に
す
ぎ
な
い
。

神
代
氏
は
「
明
治
文
学
名
著
全
集
・
世
路
日
記
」
　
（
大
正
十
五
年
刊
）
の
解

題
で
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
世
路
日
記
」
は
菊
亭
香
水
の
仮
号
を
以
て
佐
藤
蔵
太
郎
の
著
作
せ
る
小

説
に
し
て
、
「
小
説
神
髄
」
以
前
に
於
け
る
新
棟
の
作
品
な
り
。
其
の
、
所

謂
戯
作
よ
り
一
歩
を
進
め
た
る
点
に
於
い
て
、
又
政
治
小
説
の
先
駆
を
な
せ

る
点
に
於
い
て
、
文
学
史
上
に
一
地
位
を
占
む
べ
き
も
の
た
り
。
発
行
部
数

よ
り
青
ば
は
、
明
治
初
期
の
小
説
車
、
恐
ら
く
は
其
の
右
に
出
づ
る
も
の
無

か
ら
む
欺
。

こ
こ
に
言
う
「
新
棟
の
作
品
」
の
内
容
は
、
「
戯
作
よ
り
一
歩
を
進
め
た
」
こ

と
と
、
「
政
治
小
説
の
先
駆
を
な
す
」
　
こ
と
の
二
者
で
あ
る
。
こ
の
後
者
の

「
政
治
小
説
の
先
駆
を
な
す
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
柳
田
泉
氏
は
、
そ
の
著

「
謙
世
路
日
記
」
試
論

和
　
田
　
繁
　
二
　
郎

「
政
治
小
説
研
究
」
に
お
い
て
、

「
畿
世
路
日
記
」
の
今
本
は
、
政
治
小
説
と
し
て
見
れ
ば
見
ら
る
る
も

の
で
あ
る
が
、
著
作
の
初
め
に
於
い
て
は
、
こ
れ
に
政
治
的
意
図
を
轟
す
る

っ
も
り
は
何
等
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。
「
世
路
日
記
」
は
中
途
で
改
題
し
た

題
名
で
あ
っ
て
、
そ
の
初
名
を
「
隷
艶
才
春
話
」
　
と
い
ふ
。
こ
れ
の
執
筆

は
明
治
十
一
年
の
由
で
あ
る
が
云
々

と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
「
艶
才
春
話
」
は
上
篇
（
十
四
回
）
は
明
治
十
五
年
四

月
、
申
篇
（
十
回
）
は
明
治
十
五
年
七
月
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
、
下
篤
は
こ

れ
よ
り
二
年
の
後
の
出
版
で
あ
る
。
こ
れ
は
著
者
の
多
忙
の
た
め
執
筆
が
遅
れ

た
の
で
あ
っ
て
、
十
七
年
四
月
、
上
中
下
の
三
篤
を
合
冊
刊
行
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
だ
が
、
こ
こ
で
題
名
を
改
め
「
畿
世
路
日
記
」
と
し
た
の
で
ぬ
る
。

柳
田
氏
の
言
う
「
初
め
に
於
い
て
」
と
は
、
こ
の
上
申
篤
、
す
な
わ
ち
「
艶
才

春
話
」
の
部
分
に
つ
い
て
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
簡
単
に
梗
概
に
触
れ
て
お
こ
う
。

青
年
教
師
久
松
菊
雄
は
教
え
子
の
松
江
タ
ケ
と
将
来
を
誓
う
仲
と
な
る
。

同
町
の
非
行
少
年
安
井
策
太
は
か
ね
て
タ
ケ
に
思
い
を
寄
せ
て
い
た
が
、
久

松
と
の
仲
を
知
っ
て
、
町
の
ボ
ス
に
働
き
か
け
菊
雄
を
避
地
の
学
校
へ
転
任

三


